
阿
波
市
障
が
い
者
計
画
（
第
4
次
）

阿
波
市
障
が
い
者
計
画
（
第
4
次
）

阿
波
市
障
が
い
福
祉
計
画
（
第
７
期
）

阿
波
市
障
が
い
福
祉
計
画
（
第
７
期
）

阿
波
市
障
が
い
児
福
祉
計
画
（
第
3
期
）

阿
波
市
障
が
い
児
福
祉
計
画
（
第
3
期
）

阿
波
市
障
が
い
者
計
画
（
第
4
次
）

阿
波
市
障
が
い
福
祉
計
画
（
第
７
期
）

阿
波
市
障
が
い
児
福
祉
計
画
（
第
3
期
）

概
要
版

基
本
理
念

計
画
期
間みん
なが

輝き
合う

　共
生の

まち
　あ

わ
みん

なが
輝き

合う
　共

生の
まち

　あ
わ

みん
なが

輝き
合う

　共
生の

まち
　あ

わ

本
市

は
、

障
が

い
の

あ
る

人
が

自
ら

の
生

活
を

自
己

決
定

に
基

づ
い

て
営

む
こ

と
や

個
性

を
活

か

し
て

社
会

活
動

に
参

加
す

る
こ

と
で

、
す

べ
て

の
市

民
が

輝
き

、
活

躍
で

き
る

地
域

共
生

社
会

の

実
現

を
目

指
し

て
い

ま
す

。

障
害

者
計

画

障
害

福
祉

計
画

障
害

児
福

祉
計

画

令
和

5
年

（
2

0
2

3
）

令
和

6
年

（
2

0
2

4
）

令
和

7
年

（
2

0
2

5
）

令
和

8
年

（
2

0
2

6
）

令
和

9
年

（
2

0
2

7
）

令
和

1
0

年

（
2

0
2

8
）

令
和

5
年

（
2

0
2

3
）

令
和

6
年

（
2

0
2

4
）

令
和

7
年

（
2

0
2

5
）

令
和

8
年

（
2

0
2

6
）

令
和

9
年

（
2

0
2

7
）

令
和

1
0

年

（
2

0
2

8
）

障
害

者
計

画

障
害

福
祉

計
画

障
害

児
福

祉
計

画

令
和

1
1

年

（
2

0
2

9
）

障
が

い
者

計
画

（
第

４
次

）

障
が

い
福

祉
計

画
（

第
７

期
）

障
が

い
児

福
祉

計
画

（
第

３
期

）

「
障

が
い

者
計

画
」

は
、

令
和

６
年

度
か

ら
令

和
1

1
年

度
ま

で
の

6
年

間
、「

障
が

い
福

祉
計

画
」、

「
障

が
い

児
福

祉
計

画
」

は
、

令
和

６
年

度
か

ら
令

和
８

年
度

ま
で

の
３

年
間

の
計

画
と

し
ま

す
。

発
　

行
：

阿
波

市
編

　
集

：
阿

波
市

 健
康

福
祉

部
 福

祉
事

務
所

 社
会

福
祉

課
〒

7
7

1
-1

6
9

5
　

徳
島

県
阿

波
市

市
場

町
切

幡
字

古
田

2
0

1
番

地
１

電
　

話
：

0
8

8
3

-3
6

-6
8

1
2

　
　

フ
ァ

ッ
ク

ス
：

0
8

8
3

-3
6

-5
1

5
8

成
 果
 目
 標

成
 果
 目
 標

阿
波

市
障

が
い

福
祉

計
画

阿
波

市
障

が
い

児
福

祉
計

画

（
１

）
施

設
入

所
者

の
地

域
生

活
へ

の
移

行

（
２

）
精

神
障

が
い

に
も

対
応

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築

（
３

）
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
充

実

（
５

）
相

談
支

援
体

制
の

充
実

・
強

化
等

（
４

）
福

祉
施

設
か

ら
一

般
就

労
へ

の
移

行
促

進

（
６

）
障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
の

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

取
り

組
み

に
係

る
体

制
の

構
築

（
１

）
障

が
い

児
支

援
の

提
供

体
制

の
整

備

施
設

入
所

者
数

の
削

減
見

込
と

削
減

割
合

4
人数

　
　

値
目

　
標

　
値

5
.0

％
5

人
6

.3
％

令
和

8
年

度
末

ま
で

の
地

域
生

活
移

行
者

数
と

割
合

保
健

、
医

療
及

び
福

祉
関

係
者

に
よ

る
協

議
の

場
開

催
回

数
令

和
6

年
度

令
和

７
年

度
令

和
８

年
度

２
２

２
１

１
１

開
催

回
数

目
　

標
　

値

協
議

の
場

に
お

け
る

目
標

設
定

及
び

評
価

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

設
置

目
　

標
　

値

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

機
能

の
充

実
に

向
け

た
検

証
及

び
検

討
強

度
行

動
障

が
い

者
へ

の
支

援
体

制
の

整
備

箇
所

数

有
無

実
施

回
数

令
和

6
年

度
令

和
７

年
度

令
和

８
年

度
１

１
１

2
回

2
回

2
回

協
議

協
議

協
議

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
設

置
自

立
支

援
協

議
会

に
お

け
る

相
談

支
援

事
業

所
の

参
画

に
よ

る
事

例
検

討

目
　

標
　

値

自
立

支
援

協
議

会
の

専
門

部
会

無
１

２ ５ ５
１

０

無
１

２ ５ ５
１

０

有
１

２ ５ ５
１

０

令
和

8
年

度
中

の
福

祉
施

設
か

ら
一

般
就

労
へ

の
移

行
者

数
　

　
就

労
移

行
支

援
か

ら
一

般
就

労
へ

の
移

行
者

数

目
　

標
　

値

　
　

就
労

継
続

支
援

Ａ
型

か
ら

一
般

就
労

へ
の

移
行

者
数

　
　

就
労

継
続

支
援

Ｂ
型

か
ら

一
般

就
労

へ
の

移
行

者
数

数
　

値
6

人
1

人
3

人
2

人

令
和

6
年

度
令

和
７

年
度

令
和

８
年

度

令
和

6
年

度
令

和
７

年
度

令
和

８
年

度

有
無

参
加

人
数

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
に

係
る

研
修

等
へ

の
職

員
の

参
加

障
害

者
自

立
支

援
審

査
支

払
等

シ
ス

テ
ム

等
に

よ
る

審
査

結
果

を
事

業
所

等
と

共
有

す
る

体
制

目
　

標
　

値
１

検
討

１

検
討

１

検
討

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

保
育

所
等

訪
問

支
援

の
体

制

目
　

標
　

値

医
療

的
ケ

ア
児

支
援

の
た

め
の

協
議

の
場

医
療

的
ケ

ア
児

支
援

の
た

め
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

配
置

箇
所

数
箇

所
数

1 1
実

施 ４

1 1
実

施 ４

1 1
実

施 ４

令
和

6
年

度
令

和
７

年
度

令
和

８
年

度

配
置

人
数

有
無

実
施

回
数

参
加

事
業

者
機

関
数

設
置

数
実

施
回

数

概
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施
策
体
系
図

基
本
方
針

阿
波

市
障

が
い

者
計

画

み ん な が 輝 き 合 う　 共 生 の ま ち　 あ わ

（
１

）
地

域
共

生
に

向
け

た
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

（
２

）
障

が
い

へ
の

理
解

・
差

別
の

解
消

（
３

）
虐

待
の

防
止

・
権

利
擁

護
の

推
進

（
４

）
地

域
交

流
の

促
進

（
５

）
文

化
活

動
、

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
等

の
機

会
の

充
実

（
６

）
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
の

向
上

（
７

）
障

が
い

の
あ

る
人

に
配

慮
し

た
防

災
・

防
犯

対
策

の
充

実

（
８

）
福

祉
教

育
の

推
進

１
　

地
域

共
生

社
会

の
推

進

（
１

）
相

談
支

援
体

制
の

充
実

（
２

）
在

宅
・

日
中

活
動

支
援

の
充

実

（
３

）
居

住
の

場
の

確
保

・
整

備

（
４

）
就

労
支

援
の

充
実

２
　

生
活

・
日

中
の

活
動

支
援

体
制

の
充

実

（
１

）
早

期
療

育
・

障
が

い
児

保
育

の
充

実

（
２

）
障

が
い

の
特

性
に

応
じ

た
教

育
の

推
進

３
　

教
育

・
育

成
の

充
実

（
１

） 
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

（
２

） 
医

療
・

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

充
実

４
　

保
健

・
医

療
体

制
の

充
実

基
本

方
針

１
　

地
域

共
生

社
会

の
推

進
　

基
本

方
針

２
　

生
活

・
日

中
の

活
動

支
援

体
制

の
充

実
　

　
改

正
障

害
者

差
別

解
消

法
で

は
、

障
が

い
を

理
由

と
す

る
不

当
な

差
別

の
禁

止
や

合
理

的
配

慮
の

提
供

を
定

め
て

お
り

、
障

が
い

者
が

そ
の

人
ら

し
い

地
域

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
に

は
、

権
利

や
尊

厳
が

保
持

さ
れ

る
よ

う
に

権
利

擁
護

も
大

切
で

す
。

そ
の

た
め

に
も

、
啓

発
や

交
流

活
動

等
を

通
じ

て
障

が
い

を
理

由
と

す
る

差
別

の
解

消
の

推
進

や
障

が
い

者
虐

待
の

防
止

に
努

め
る

と
と

も
に

、
障

が
い

者
の

権
利

擁
護

の
た

め
の

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

　
す

べ
て

の
人

が
積

極
的

に
地

域
社

会
に

参
画

し
、

生
き

が
い

を
持

っ
て

生
活

し
て

い
け

る
社

会
づ

く
り

を
目

指
し

て
、

地
域

住
民

の
理

解
促

進
の

啓
発

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

の
推

進
、

障
が

い
特

性
を

踏
ま

え
た

情
報

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
推

進
、

障
が

い
の

あ
る

人
自

身
の

運
動

・
ス

ポ
ー

ツ
や

芸
術

活
動

意
欲

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

障
が

い
の

あ
る

人
が

、
安

全
・

安
心

に
生

活
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

国
の

指
針

や
地

域
防

災
計

画
に

基
づ

き
、

地
域

や
事

業
所

で
の

防
災

活
動

へ
の

参
加

、
要

支
援

者
名

簿
の

整
備

を
進

め
、

ま
た

、
防

犯
対

策
及

び
消

費
者

被
害

か
ら

の
保

護
を

推
進

し
ま

す
。

　
障

が
い

の
あ

る
人

の
抱

え
て

い
る

悩
み

や
問

題
は

多
様

で
あ

り
、

個
々

に
応

じ
た

柔
軟

な
対

応
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
そ

の
た

め
、

相
談

員
の

専
門

性
の

向
上

や
人

員
の

確
保

に
努

め
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

の
情

報
共

有
・

連
携

体
制

の
強

化
に

よ
り

総
合

的
な

相
談

支
援

体
制

構
築

を
行

い
、

障
が

い
の

あ
る

人
が

地
域

で
必

要
な

支
援

を
受

け
な

が
ら

生
活

で
き

る
よ

う
、

多
様

な
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
進

め
ま

す
。

就
労

支
援

に
つ

い
て

は
、

就
労

に
関

す
る

情
報

提
供

や
相

談
支

援
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

関
係

機
関

が
役

割
を

担
い

、
障

が
い

の
特

性
に

応
じ

た
就

労
選

択
に

つ
な

げ
、

各
種

制
度

や
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

通
じ

て
民

間
企

業
、

事
業

所
で

の
一

般
就

労
へ

の
移

行
等

、
障

が
い

の
あ

る
人

の
就

労
機

会
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

基
本

方
針

３
　

教
育

・
育

成
の

充
実

　

　
障

が
い

児
の

能
力

や
個

性
を

最
大

限
に

伸
ば

す
た

め
に

は
、

早
期

の
療

育
支

援
や

児
童

の
特

性
に

合
っ

た
指

導
が

重
要

で
す

。
障

が
い

の
あ

る
子

ど
も

の
健

全
な

発
達

を
支

援
し

、
身

近
な

地
域

で
安

心
し

て
生

活
で

き
る

よ
う

、
保

健
・

医
療

・
福

祉
・

教
育

等
関

係
機

関
の

円
滑

な
連

携
に

よ
る

総
合

的
な

支
援

を
推

進
し

ま
す

。

基
本

方
針

４
　

保
健

・
医

療
体

制
の

充
実

　

　
一

人
ひ

と
り

の
障

が
い

の
状

況
に

応
じ

て
、

生
涯

を
通

じ
て

必
要

な
保

健
・

医
療

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
る

体
制

づ
く

り
を

め
ざ

す
と

と
も

に
、

継
続

し
た

保
健

・
医

療
お

よ
び

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

図
り

、
自

立
生

活
に

向
け

た
支

援
体

制
を

構
築

し
ま

す
。

基
本

理
念

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
基

本
方

針
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

主
要

施
策

概
要
版
.ai
   2
   2
02
4/
03
/2
0 
  1
1:
31
:1
3


